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所 長 就 任 の ご あ い さ つ 
 

 

福井県工業技術センター 

所 長  村上 哲彦 

 

 

 

 

 

このたび、令和８年４月１日付けで、福井県工業技術センター所長に就任いたし

ました。よろしくお願い申し上げます。 

当センターは、１９０２年（明治３５年）に繊維系の工業試験場として設立さ

れた我が国で最も古い公設試験研究機関です。１９８５年（昭和６０年）に工業

系、窯業系の試験場、２０１７年（平成２７年）に建設系の試験場と統合し、現

在の工業技術センターとなり、１２０年以上にわたって地域企業の技術開発を支

援してきました。 

令和８年４月より、当センター内に県内企業の製品開発をデジタル技術で支援

する拠点「デジタルエンジニアリング室」を整備し、コンピューター上で製品の

デザイン設計や強度の確認、成形工程を検証・解析する装置を集約しました。デ

ジタル技術を活用した県内企業の製品開発をサポートすることによって、ものづ

くりの効率化やコスト削減につなげる取組みを行っていきます。 

また、産業技術総合研究所「北陸デジタルものづくりセンター」との連携につ

いては、昨年度に設立した「IHI-福井県－産総研 空のカーボンニュートラル

先進複合材料連携研究ラボ」において複合材料分野の研究開発プロジェクトを推

進しているところであり、今後も同分野における研究開発を実施することで地域

産業の活性化と高度化に貢献してまいります。 

さらに、福井大学が内閣府事業で地域の基盤技術と宇宙技術を掛け合わせ新た

な産業創出する「ふくい宙（そら）クロスイノベーション推進拠点」においてプ

ロジェクトを推進しているところであり、これまで当センターで培ってきた小型

人工衛星の製造にかかる評価技術で連携機関として参画してまいります。 

当センターは「あなたの会社の技術部です」をキャッチフレーズとして、産業

界の皆様の様々な可能性への挑戦をお手伝いさせていただく所存ですので、今後

とも、当センターをご活用下さいますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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令 和 ８ 年 度  事 業 概 要 
 
 
 

■科学技術振興機能の充実強化、研究開発基盤の充実 

 ○評価試験事業  

 ○県有知的財産管理活用事業 

 ○地域科学技術振興研究事業〔整備事業〕 
 

■新しい独創的なコア技術の創出 

○地域科学技術振興研究事業〔試験研究事業〕 

  ・薄層プリプレグの適用範囲拡大のための力学特性の向上 

・炭素繊維複合材料のリサイクル技術の研究 

・印刷による太陽電池の作製技術に関する研究 

・繊維のリペレット化技術に関する研究 

・デジタル技術を活用したサステナブル・レーザ加工用旋回吸引ノズルの研究開発 

・セルロースおよびキチンキトサンファイバーを使用した接着能力向上に関する研究 

・大規模言語モデルを用いたシミュレーション用プログラムコード生成技術の開発 

・水素貯蔵合金を使ったモビリティ実現に関する研究 

 

■地域産業に関するサポート技術の高度化 

○デジタルものづくり支援拠点整備事業 

・ひずみニットセンサの実用化研究 

・ウェットブラストによる金属AM部品研磨の研究 

 

 〇地域科学技術振興研究事業〔試験研究事業〕 

・デジタル技術による繊維吸音材の効率的な設計技術の開発 

・超小型人工衛星評価用衝撃試験機の開発 

・地場産業への画像処理技術の応用に関する研究 

・多品種小ロット品に対応可能な眼鏡部品供給システムの開発 

・原紙・織物製造過程で発生する端材を用いた道路舗装の補強路盤に関する研究 

 

■産学官連携研究開発プロジェクト（産学官連携による事業化支援） 

○地域資源活用共同研究事業 

○成長型中小企業等研究開発支援事業(Go－Tech) 

○経済安全保障重要技術育成プログラム/高度な金属積層造形システム技術の開発・実証 
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研究紹介 

樹脂流動シミュレーションによる金型設計  

 
眼鏡のモダン(つる先)や鼻パッドなどの小さな樹脂部品の製造には、一度に複数個の成形品が製造できる、

多数個取りの金型が使用されます。金属の芯を持つモダンの場合、金型の小型化や芯入れ工程・切り離し工程の

効率化のため、製品を櫛形に配置した金型が用いられています。しかし樹脂注入口から各製品までの距離に差が

生じるために、樹脂の充填不均一が生じ、芯入れ工程の失敗が起こりやすい問題があります。これを解決するた

め、樹脂流動シミュレーションを用いてランナー形状を変更し、充填不均一を改善する研究を行いました。 

 

１．手法 

  本研究は以下の手順で実施しました。 

 １）3DモデリングツールRhinocerosを用い、モダンを模したモデルを作成。6個のモデルを一定間隔で横 

一列に配列し、製品形状とする。 

 ２）同一の製品部形状に対しランナー形状を複数作成し、射出成形シミュレーションソフトMoldex3Dによる 

充填挙動のシミュレーションを実施。 

 ３）シミュレーション結果の中から、より充填が均一になるランナー形状を2種選定し金型を作成。 

 ４）成形試験を実施して効果を検証。 

 

２．結果 

  長さ約70mm・太さ4～８mmの眼鏡部品を、断面が直径6mmの円であるランナーでつないだ金型の基本

形状を作製しました（図1）。この形状に対しセルロースアセテート(CA)樹脂と、スチレン系エラストマー(TPS)

樹脂を用いて充填解析を実施しました。 

  次に様々なランナー形状を作製し、基本形状の中央と端の先端における充填時間差と比較したところ、ランナ

ー直径を太くした形状(直径8mm)と、径を変えず2段に分岐した形状の2種で時間差が小さくなりました(図

2)。基本形状と改変形状で実際に金型を作成し、成形試験を実施したところ、CA樹脂とTPS樹脂の両方で、

改良ランナーの方が、基本形状よりも充填の不均一が軽減されるという結果が得られました(図3,図4)。 

このとき、樹脂温度や射出速度によるせん断粘度の変化が小さいTPS樹脂では、解析結果と同様の形をし

た成形品が得られましたが、CA樹脂では、特に太径ランナーにおいて、優先的に樹脂が充填される製品の位

置が異なるなど、解析結果との乖離が見られました。 

  今後は実際の芯入れ工程での効果を検証するとともに、ゲート径の変更効果や金型内温度差の影響なども調

査して、業界へ普及できるよう解析精度の向上を図っていく予定です。 

 

 

担当者 ： 化学・繊維部 化学高分子研究G  主任研究員 前川 明子  （専門分野／高分子加工、高分子化学） 

図１ 基本形状 図２ 改良ランナー  左：太径 右：分岐 

図 4  CA 樹脂成形品 図３ 各形状への CA 樹脂の充填解析図 
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トピックス① 

デジタルエンジニアリング室がオープンしました！  

 
１．デジタルエンジニアリング室について 

製品開発のデジタル化は、試作回数の削減によるコストダウンや開発期間

の短縮に加え、パソコン上での事前検証が可能となることで、効率的かつ高

付加価値な製品開発を実現するものです。 

福井県工業技術センターでは、これまで県内企業に対してシミュレーショ

ン技術を用いた設計支援等を部署毎に個別で行ってきましたが、所内の関

連装置を一ヵ所に集約した開発拠点（デジタルエンジニアリング室）を整備し

ました。部署を横断して、製品デザインから成形まで一貫して支援を行うこ

とで、県内企業の製品開発のデジタル化を一層推進していきます。 

 

２．設置装置 
 

装置名称 概要 
解析例 

（プラスチック製眼鏡フレーム開発） 

１ レリーフデータ作成システム 

（Robert McNeel & 

Associates ・ 

Rhinoceros） 

・製品の 3 次元モデリング（3D 

CAD）が可能で、滑らかな曲面や複

雑な形状を作成できるため、眼鏡な

どのデザインに適しています。 
 

・専用ツールを利用することで、モデル

形状の自動生成が可能で、様々なデ

ザイン案を容易に検討することがで

きます。 

 

 

 

 
 

 

デザイン案の自動生成 

２ 構造解析ソフト 

（Altair・HyperWorks） 

・製品に力が加わったときの変形形状

や製品の内部に働く力を可視化で

き、強度的に問題ないかを評価でき

ます。 
 

・強度的に問題のある部分は、厚みや

材質の変更を検討できるため、実際

に製品を作る前の段階で、壊れにく

い形状や材質を検証できます。 

 
 

 

 

 
 

製品強度の検証 

３ 熱流体解析システム 

（ANSYS・CFD 

Premium） 

・汎用の熱流体解析シミュレーションが

可能であり、様々な気体・液体の流れ

を可視化し、圧力、速度、温度などを

定量化できます。 
 

・風洞などの大型設備を利用すること

なく、PC 上で耐風圧評価が可能で

す。 

 

 

 

 

 

 

強風時の耐風圧評価 

４ 樹脂流動解析システム 

（㈱JSOL / CoreTech 

System・Moldex3D） 

・射出成形に特化したシミュレーション

が可能であり、金型内での樹脂の流

れを可視化し、時間毎の溶融樹脂の

位置、温度、圧力、また取り出し後の

成形品の変形量等を定量化できま

す。  
 

・製品の形状が完成した段階での成形

不良予測や、成形条件の導出が可能

です。 

 

 

 

 

 

 

 

射出成形条件の検証 

 
担当者 ： 機械・金属部 デジタル技術研究G  主任研究員 芦原将彰  （専門分野／機械工学、光応用） 

ロゴデザイン 
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機器紹介 

 
吸音計測解析装置の紹介 

 

トピックス② 

 
音響技術分野の日本音響学会北陸支部 学会活動貢献賞を 

工業技術センター職員が受賞 

 

 

 

 

 

 

  この度、令和8年度日本音響学会北陸支部 学会活動貢献賞を、工業技術センター職員が受

賞しました。本賞は音響技術開発および技術普及活動への貢献に寄与した者を対象としてお

り、県内での受賞は初となります。 

  

受賞者：機械・金属部 デジタル技術研究G 主任研究員 筧 瑞恵 

 

 

 

 
 

本装置は、不織布や繊維系吸音材・非通気ゴム材といった音響材料や、それらを積層した材料の吸音に関する性能を

シミュレーションにより予測することができます。材料の厚みや密度といった材料特性を変化させた場合に、吸音性能

がどのように変わるのかをPC上で評価できます。 

 

＜メーカー・型式＞ 

日本音響エンジニアリング㈱ STRATI-ARTZ 

＜仕様＞ 

 ・解析周波数帯域：100Hz～10kHz 

 ・対応音響モデル：伝達マトリクス法に基づいた多孔質材料モデル 

        （Biot, KATO,  Delany-Bazley/MIKIモデル 他） 

 ・材料DB：400種以上の音響材料の吸音特性を搭載 

 ・材料パラメータ：16種 

（厚み,空気流れ抵抗, 嵩密度, 繊維径, 繊維配合率など） 

  ＊使用する音響モデルによりパラメータを選択します。 

＜主な使用例＞ 

吸音材は、求められる吸音仕様によ

っては、複数の材料を組み合わせた多

層構造とすることで吸音性能を発揮す

ることができます。本装置では単一材

料の吸音性能が推定でき、かつ表皮材・

空気層・多孔質材などを複合した構造

材の吸音性能の推定も可能です。この

場合、事前に計測した嵩密度や通気性

などの材料特性を用いて構造材をモデ

ル化し、シミュレーションにより吸音性

能を確認できます。 

本装置を活用することで、材料の試

作削減や開発期間の短縮に繋げること

ができます。本装置にご興味がござい

ましたら、お気軽にお問い合わせくださ

い。 

 

 担当者 ： 機械・金属部 デジタル技術研究G  主任研究員 筧瑞恵 (専門分野／建築音響、音響情報処理) 

吸音率：高い

低い

嵩
密

度
(k

g
/
㎤

)

周波数（Hz）

▼現在

▼理想

積層構造をモデル化

吸音性能指標結果吸音特性の計測・

（例）

吸音計測解析装置 
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研 究 者 紹 介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金属材料の試料調整と硬さ試験 機械・金属部 
機械システム研究グループ 
主事 川栄 慎太郎 
（専門分野：機械・金属） 

 
 品質管理や研究開発の現場において、硬さは材料の

強度や熱処理状態などを評価する重要な指標です。当

センターでは代表的な金属硬さ試験として、マイクロビ

ッカース硬さ試験機、ビッカース硬さ試験機、ロックウェ

ル硬さ試験機を保有しています。ビッカース硬さ試験

は、正四角錐形のダイヤモンド圧子を金属表面に押し込

み、表面に形成された圧痕の対角線長さを測定して硬

さを求める試験です。このうち、試験荷重が 0.2kgf 未

満のものをマイクロビッカース硬さ試験、0.2kgf 以上

のものをビッカース硬さ試験と呼びます。ロックウェル

硬さ試験とは、円錐形のダイヤモンドまたは超硬合金球

の圧子を金属の表面に押し込み、永久くぼみの深さを測

定する試験です。 

 また、硬さ試験を正確に行うためには、試料を適切な

大きさに切断し、樹脂に包埋した後、研磨によって測定

面を整える必要があります。当センターでは、測定対象

物の切断、樹脂包埋、研磨といった一連の前処理に必要

な機器を整備しています。 

 金属硬さ試験は用途として、自動車や機械部品業界で

は熱処理後の硬さ確認や品質保証のために実施される

ほか、金型や工具業界では耐摩耗性や耐久性の評価に

利用されています。また、研究開発の分野では、新材料 

の性能評価などにも用いられています。 

 金属材料の硬さ試験や試料調整に関してご検討の際

は、お気軽にご相談ください。 

 

 

マイクロビッカース  
硬さ試験機  

ビッカース  
硬さ試験機  

ロックウェル  
硬さ試験機  

試料切断機  試料研磨機  

繊維の脱色技術の開発と 

レトロフィット技術による DX 

私は現在繊維リサイクルからデジタル化まで、幅広い

ニーズに対応するための研究開発に取り組んでいます。

現在特に注力している 2 つのテーマをご紹介します。 

①「超臨界二酸化炭素を用いた繊維の脱色技術開発」 

特定の温度と圧力（臨界点）を超えた「超臨界流体」状

態の二酸化炭素（図１）は、従来の熱水を用いた処理に比

べ、繊維の内部までスピーディに浸透するというメリッ

トがあります。当センターでは繊維リサイクルの技術支援

を行う研究を推進しており、なかでも脱色工程は生地の

色を自由に変更する非常に重要なプロセスです。そこ

で、超臨界二酸化炭素を活用した繊維を傷めずに効率

よく脱色し高度なリサイクルにつなげるための独自技術

の開発に挑んでいます。 

②「レトロフィット技術を用いた品質管理の DX」 

既存の設備をそのまま生かし、後付けのセンサやマイ

コンを取り付けてデジタル化を図る「レトロフィット技

術」の研究開発も行っています。高額な新しい設備を導

入しなくても、比較的低コストで生産現場の DX や品質

管理の強化を実現できるのが利点です。 

例えば、撚糸機の形状に合わせてセンサ固定用の治

具を３DCAD で設計・作製します（図２）。 

化学・繊維部 
繊維研究グループ 
研究員 和田 理誠 
（専門分野：繊維） 

 
 この治具にセンサとマイコンを組み合わせ、実機に取

り付けることで、スピンドルの回転数などの稼働状況を

センサで検知し、マイコンを通じて PC でリアルタイムに

把握する品質異常を自動検知するシステムを開発して

います。 

多様なアプローチで皆様のモノづくりをサポートしま

す。依頼試験はもちろん「このような課題を解決したい」

といった共同研究のご相談も受け付けておりますので、

ぜひお気軽にご相談ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         
          

 

 図１ 超臨界状態    図２ センサ固定用治具 
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職員異動のお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

福井県工業技術センターでは、令和8年4月16日～18日、研究成果発表および設備等の実演・展示等を通

して、最先端の科学技術を紹介する一般公開を開催しました。 

機器利用講習会では、センターの最新機器設備の講習や操作実習を行いました。また、一般公開に併せて、

繊維学会北陸支部学術普及講演会「医療・ヘルスケア分野を支える繊維技術」やふくい宇宙産業創出研究会

設立10周年記念セミナーが開催されました。 

4月18日土曜日には、小中学生を対象として科学技術体験コーナーを行いました。3日間で来場とWeb

参加を合わせて624名の方にご参加いただきました。ご参加いただきありがとうございました。 
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☆環境への配慮から、ご来場につきましては、できる限り公共交通機関をご利用ください。 
また、止むを得ず自動車で来られる場合には、アイドリングストップにご協力ください。 

（本誌掲載の写真・記事の無断転用を禁じます。）  

研究成果発表 ふくい宇宙産業創出研究会設立 10 周年記念セミナ－

ー 

センターからのお知らせ 

工業技術センター一般公開 開催報告 

表紙写真：樹脂流動
シミュレーション
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